
～地域課題の共有と課題解決についての検討～

～住民主体型サービスの意義と・今後の課題～

3 住民主体型サービスの継続につ

いて今後も検討していく。障害者

支援施設【太陽のしずく】が買い

物の支援を開始したとの情報提供

がある。

回覧

3 住民主体型のサービス【岩坂お

助けクラブ】が発足し地域住民に

好評であるが支援者の高齢化と事業

継続に課題が残る。

1.2 に関しては対応に苦慮した際

には行政や地域包括センターに連

絡し、協働していく。また、いき

いき100歳体操など地域活動に参

加してもらうことで日常的に関わ

る機会を創り出して行く。

4 当日会議に出席した高齢者

支援係係長により担当部署に

タクシー券の使用に関して報

告していただき対応について

検討してもらう。

といった結論となりました。

今回の地域ケア推進会議は大場正幸会長主導のもと参加者全員が発言し活発な会議となりました。

天羽地区は過疎高齢化が進む一方ですが、数々の地域課題を積極的に解決しようと活動する住民の

パワーがあります！この住民パワーこそが天羽地区一番の強みだと実感する会議となりました！

拝啓 時下、皆様におかれましては

益々ご清栄の事とお慶び申し上げます。

令和５年6月10日（土）10:00～11:30、富津市民会館にて令和5年度第1回地域ケア推進会議が

開催されました。

「困りごとを出し合い・地域の状況を知る」とのテーマのもと参加者によりワークショップ形式で

行われました。

地域の独居高齢者や高齢者世帯の見守り活動をする中で対応に困ったことや戸惑ったケースなどに

ついて区長、民生委員、ふれあい推進員の皆様により積極的に意見が交わされました。

1 独居高齢者や高齢者世帯を訪問
した際に耳が遠く呼びかけても応答

がなかったり、コミュニケーション

が上手く取れないことがある。特に

独居高齢者は顔を確認できないと体

調が悪くて出てこれないのでは？と

不安になる。

2 移住者世帯の状況把握や日頃の

交流、災害時の対応などどうしたら

良いか悩む。

4 市から交付されているタク

シー券使用時に距離が短いと

断られたとの相談を受け対応

に苦慮した。

といった意見が出てきました。



会議の様子


